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１．関連する計画や他部局の関係施策などの整理 

1-1 上位計画の整理 

(1)第二次湖南市総合計画後期基本計画（令和 3 年（2021 年）4 月） 

・本市の将来像（5年後）を、「ずっとここに暮らしたい！ みんなで創ろう きらめき湖南」と

し、「自立と協働のしくみ」、「暮らしの創造」、「まちの基盤」の 3つの視点から、6つの目標に

基づくまちづくりを進めることとしています。 

・将来人口については、「第二期きらめき・ときめき・元気創生総合戦略」との整合を図り、長期

的将来である 2060 年には 2010 年の人口規模から１割程度の減少に、5年後の 2025 年には現状

の人口規模を維持することを目指しています。 

 

令和 3年に改訂された第二次湖南市総合計画後期基本計画に記載されている内容に変更しました。 
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(2)大津湖南都市計画区域マスタープラン（令和 3 年（2021 年）3 月） 

・広域都市計画区域において、今後も区域区分制度を維持することとし、市街化区域のおおむね

の規模、土地利用をはじめとする主要な都市計画の決定の方針を定めています。 

・湖南市に関する土地利用の方針は以下の通りです。 

 

一般商業地 湖南市西庁舎周辺、湖南市東庁舎周辺および栗東水口道路岩根交差点付近に

ついては、商業地の配置を行い、地域の中心的な商業地区の形成を目指す。 

工業地 既存の工業地については、今後も工業地区として維持し、産業基盤の整備・改

善を図るように措置する。 

湖南市の湖南工業団地の既存の工業地を活用する。 

住宅地 住宅地については、公共施設の計画的整備に努め、歩いて暮らせる快適な住

宅地の形成をめざす。 

国道１号沿いに工場進出がみられることから、平地部および丘陵地に住宅地

を配置するものとし、既成市街地に加えて、吉永、ＪＲ三雲駅周辺などに新た

な住宅地を配置する。 

 

 

 

  

令和 3年に改訂された内容に変更しました。 
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(3)湖南市都市計画マスタープラン（令和 3 年（2021 年）3 月） 

・総合計画に掲げる将来像「ずっとここに暮らしたい！ みんなで創ろう きらめき湖南」の意味

を捉えなおし、今後 20年間のまちづくりの目標を５つ掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■都市計画マスタープランに掲げる将来都市構造 

令和 3年に改訂された都市計画マスタープランに記載されている内容に変更しました。 
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1-2 関連計画の整理 

(1)第二期湖南市きらめき・ときめき・元気創生総合戦略（令和 3 年（2021 年）4 月） 

・大幅な人口減少と高齢化を防ぐため、①令和 42 年（2060 年）までに合計特殊出生率が国民希

望出生率である 1.8 程度まで向上することで、長期的な人口規模の安定と人口構造の若返りを

図る、②転出抑制と転入増加により、社会増減を均衡状態（転出と転入の差を 0にする）に

し、人口規模の確保を図る取り組みにより、2060 年までの人口減少率を 10％程度に抑えること

が可能となるとし、柱となる３つのプランを掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

１.働く場の創出プラン 

基本的方向１「安定した雇用を創出する」 

○若い世代から高齢者まで幅広い年代の
人々、また、障がい者、外国人にとって、多
様で魅力的な働く場の確保 

○子育てや介護、趣味等の生活と仕事が調和
する多様な働き方ができる環境づくり 

 

＜目標指標＞ 

●新規創業件数 

【12件/年】 

●甲賀ハローワークでの

新規求人数 

【17,200 人】 
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令和 3年に変更された湖南市きらめき・ときめき・元気総合戦略に記載の内容に変更しました。 

 

 

２.ひとへの投資プラン 

基本的方向２「新しいひとの流れをつくる」 

○積極的な情報発信による移住・定住の促進
や観光による交流人口の増加、関係人口の
創出 

基本的方向３「若い世代の結婚・出産・ 

子育ての希望をかなえる」 

○結婚から妊娠・出産・子育てまで切れ目の
ない支援 

 

３.まちづくりプラン 

基本的方向４「時代にあった地域づくり」 

○市民や事業者が地域づくりの主体として
地域に根ざした公益事業を担うまちづく
り 

基本的方向５「誰もが活躍できる社会をつくる」 

○誰もが居場所と役割を持ち、活躍できる地
域社会づくり 

基本的方向６「安心して暮らせる住環境整備」 

○助け合いが根づく地域との協働による暮
らしやすいまちづくり 

○誰もが安心して快適に暮らすことができ
るまちづくり 

 

＜目標指標＞ 

●観光入込客数 

【835,800 人】 

●社会動態 

【５年間で 0人】 

 

●出生数 

【５年間で 2,232 人】 

 

＜目標指標＞ 

●地域まちづくり協議会が

主体となる協働事業の 

 参加者数 

【40,000 件】 

 

●健康寿命の延伸 

【男性 80.13 歳】 

【女性 81.61 歳】 
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(2)湖南市中心市街地活性化基本計画（平成 17 年（2005 年）３月） 

・甲西駅から野洲川までの一体的市街地を中心市街地として定め、「水と緑に囲まれた「安心･安

全」「ふれあい」「かがやき」ある快適生活空間の創出」を基本コンセプトに掲げています。 

・「快適性の創出」、「交通利便性の創出」、「にぎわい創出」を基本方針とし、市街地整備改善のた

めの事業、商業の活性化のための事業、その他の事業の施策展開を示しており、現在までに駅

舎整備等の事業を進めています。 
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(3)湖南市市営住宅整備計画（平成 31 年（2019 年）3 月） 

・用途廃止予定の団地を含めた 8団地について、2019 年～2028 年までの 10年間で市営住宅の整

備計画を立案しています。 

 

 

■湖南市市営住宅整備計画 

  

平成 31 年に策定された湖南市市営住宅整備計画に記載の内容に変更しました。 
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(4)湖南市子ども・子育て支援事業計画（令和 2 年（2020 年）３月） 

・基本的な考え方を「すべての子どもの健やかな育ち（発達）を保障するまち 湖南市をめざし

て」とし、3つの基本方針と 12 の施策の方向性を示しており、中学校区を基礎単位として、

各々のニーズ量にあったサービスの提供を行うこととしています。 

・都市機能に関しては、市内教育・保育施設の認定こども園へ移行を推進、支援することとして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 2年に策定された第 2期湖南市子ども・子育て支援事業計画に記載の内容に変更しました 
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(5)第８期湖南市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和 3 年（2021 年）3 月） 

・「高齢者がいきいきと自分らしく、住み慣れた地域で安心して暮らせるまち 湖南市」を基本理

念とし、３つの基本目標と１０の施策の方向性を示しています。 

・都市機能に関しては、日枝地区への小規模多機能型居宅介護事業所の開設を掲げています。 

 

 

令和 3年に策定された第 8期湖南市高齢者福祉計画・介護保険事業計画に記載の内容に変更しました 

基本目標 基本施策 事業 


